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エイレナイオスにおける聖霊の人間への臨在
大庭貴宣
（南山大学大学院人間文化研究科博士後期課程）
1　はじめに
　本稿の目的は、2 世紀にフランスのリヨンで活躍した教父エイレナイオスにおけ
る聖霊理解を考察することである 1。特にエイレナイオスが、人間における聖霊の臨
在をどのように考えていたか、すなわち「聖霊の人間への臨在」に着目したい。先
行研究には、二通りの考えがある。一方で、エイレナイオスは聖霊の臨在を信者に
のみ限定したという理解があり、他方で全人類への聖霊の臨在を主張したというも
のである 2。
　この点を取り扱うにあたり、エイレナイオスが思い描いていた「救済史」に基づき、
時代を 4 つに区分し、各時代における聖霊の臨在のあり方を確認していきたい 3。そ
1　 エイレナイオスの生涯と著作については、John Behr,  Irenaeus of Lyons Identifying 
Christianity (Oxford: Oxford University Press, 2013), 66-71 を参照。
2　 先行研究において前者の立場を取る学者として Anthony Briggman を挙げることができ
る。それに対して後者の立場を取る学者として John Behr を挙げることができる。Anthony 
Briggman は Irenaeus of Lyons and the Theology of the Holy Spirit  (Oxford: Oxford 
University Press, 2012) の 中 で Behr の 著 書 で あ る Asceticism and Anthropology in 
Irenaeus and Clement (New York: Oxford University Press, 2000) での論説を取り上げ、
彼の主張への反論を試みている。その反論において、特に Briggman が批判する中心的な主題
は、Behr が「エイレナイオスは『現世』と『永遠』の生命の両方が、聖霊の臨在によっている」
と述べている点にある。なぜなら、この主張が意味することは「人間が神との関係があるかな
いかにかかわらず、すべての人間のうちに聖霊が臨在していること」を主張することになるか
らである。この Behr の見解に対して、Briggman の主張は「エイレナイオスは、『信者のみ』、
すなわち、『神との正しい関係』を持っている者だけに聖霊の臨在がある」というものである。
筆者としては、「聖霊は信者にのみ臨在する」とする Briggman の立場も、また「聖霊は全人
類に臨在する」とする Behr の立場も支持していない。そのため本稿は、筆者の立場を明確に
することも目的としている。
3　 Denis Minns, Irenaeus: An Introduction (Bloomsbury: T&T clark, 2010) 69-95 を参照。
また鳥巣義文は「エイレナイオスにとって『救済史』とは、包括的に創造から終末までの全救
済史（universa dispositio Dei）のことを意味しており、その全過程をとおして『神の両手』
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の区分とは、第 1 に、人間創造の時代、第 2 に、旧約の時代、第 3 に、御子の受
肉の時代、第 4 に、教会の時代である。
　また本稿においては全 5 巻から構成される『異端反駁』のうち、第 3 巻、第 4 巻、
第 5 巻に重点をおいて研究を進めていく 4。その理由としては『異端反駁』の第 1 巻
と第 2 巻は、特にエイレナイオスが反駁の対象としていた「グノーシス主義のヴ
ァレンティノス派」の誤謬を記すことが目的であったため、エイレナイオスの神学
的な内容は第3巻以降に多く見出すことができるからである5。そのためエイレナイ
オスの聖霊理解を考察するために、『異端反駁』第 3 巻、第 4 巻、第 5 巻から多く
引用を取り上げることにする。またエイレナイオスの著したもので現存する『使徒
たちの使信の説明』（以下、本稿では『証明』と略記する）からも引用していきた
い 6。
である『子』と『霊』が救いの営みを実行しているのである」と記している（鳥巣義文『エイ
レナイオスの救済史神学』南山大学教材版、2004 年、129 頁）。また次のようにも説明している。
「連続的に展開する救済史全体を通して人類の救いのために働かれる神は、エイレナイオスにと
って、歴史を通して明らかにされる父と子と聖霊の神であって、彼の神理解はいわゆる『救済
史的三位一体論』として説明される神理解に属する。例えば『父がよしと見て命じ、子が奉仕
して形造り、霊が養い育てる』と説明するエイレナイオスは、そこに、父と子と聖霊の神の各々
の救いの営みの特徴を見ている。そして、彼は三位一体の神の内、御子と聖霊の両者を『神の
両手』manus Dei と呼んでおり、この両者は人間創造においても、また堕罪以降の人類の救
いの歴史を通しても、共に働いていると理解している」（鳥巣、前掲書、158-159 頁）。
4　 『異端反駁』の各巻の構成については、Behr, Irenaeus of Lyons, 73-120 を参照。
5　 荒井献・大貫隆・小林稔訳『ナグ・ハマディ文書Ⅰ救済神話』（岩波書店、1997 年）を参照。
6　 鳥巣義文は『使徒的宣教の証明』について次のようにまとめている。「エイレナイオスの著作
としては、よく知られた『偽りのグノーシスの暴露と反駁』（通称『異端反駁』（Adversus 
haereses 以下 AH と略記）全 5 巻があるが、本稿で扱う『使徒的宣教の証明』（Epideixis 
tou apostolikou kerygmatos）に関しては、20 世紀初頭に至るまでの長い間、カイサレイ
アのエウセビオスによって 3 世紀末から 4 世紀初頭にかけて著された『教会史』（Historia 
ecclesiastica）第 5 巻 26 章に言及された著作名称、すなわち、『使徒的宣教の証明』（Eis 
epideixin tou apostolikou kerygmatos）のみが知られていた。本書は 1904 年に K・テルー
メケルチアン他により 13 世紀のアルメニア語訳写本中に『異端反駁』の第 4 巻、第 5 巻と一
緒に発見された。それは 6 世紀後半頃に成立したと推定されるギリシア語原典からのアルメニ
ア語訳であるが、1907 年に A・ハルナックによって章分けされ、発見者のドイツ語訳と共に
出版されている。その折に、後書と注を著わしたハルナックは、エウセビオスが残した著作表
題に基づきながらも、そのままの形でそれが表題であったとは認め難いとし、本書の内容に鑑
みて、『聖書（預言）による使徒的宣教の真理性（確実性）の証明』（Erweis der Wahrheit 
[Zuverlassigkeit] der apostolischen Verkundigung aus den heiligen Schriften  [der 
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　先に記したように『異端反駁』第 3 巻、第 4 巻、第 5 巻には、エイレナイオスの様々
な神学理解を見て取ることができるが、体系的に構築されているわけでは決してな
い。そのため本稿の目的である「聖霊の人間への臨在」を考察するために、人間創
造の時代、旧約の時代、御子の受肉の時代、教会の時代に関係する箇所を取り上げ
つつ、エイレナイオスの聖霊理解をできる限り簡潔に順序立て、エイレナイオスが
どのように「人間への聖霊の臨在」を捉えていたかを構築していきたい。
2　人間創造の時代における聖霊の臨在
　人間の創造における聖霊の臨在について、エイレナイオスが人間の創造について
記している 2 つの箇所からみていく。『異端反駁』4 巻 7 章 4 節と第 4 巻 20 章 1 節
である。まず 4 巻 7 章 4 節には、次のように記されている。
　　 彼から生じたものと彼の両手、すなわち、御子と聖霊、御言葉と知恵とが、す
べての点で父に仕えているからで、天使たちはすべて下に置かれ、仕えてい
るのである。7（下線筆者。以下の引用も同様）
そして『異端反駁』第 4 巻 20 章 1 節には、次のように記されている。
　　 神は地の泥を取り、人を形造り、そして、彼の顔に生命の息を吹き込んだ。そ
れ故、私たちを造ったのも、私たちを形造ったのも天使たちではなく、天使た
Prophetie）という補足的表題を提案している（鳥巣義文「神の救済史的啓示― エイレナイ
オス『使徒的宣教の証明』を中心にして」（『南山神学』第 23 号、1999 年、81-82 頁）。また、
Johannes Quasten, Patrology. vol. I (Utrecht: Spectrum; Westminster: Newman Press, 
1950), 292-93 を参照。
7　 ラテン語テキストは A. Rousseau/L. Doutreleau, Irénée de Lyon: Contre les hérésies, 
Livre I  (SChr 263 et 264), Paris, 1979; A. Rousseau/L. Doutreleau,  Irénée de Lyon: 
Contre les hérésies, Livre II (SChr 293 et 294), Paris, 1982; A. Rousseau/L. Doutreleau, 
Irénée de Lyon: Contre les hérésies, Livre III  (SChr 210  et  211); Paris,  1974, A. 
Rousseau/B. Hemmerdinger/L. Doutreleau/C. Mercier,  Irénée de Lyon: Contre les 
hérésies, Livre IV  (SChr 100/1 et 100/2), Paris, 1965; A. RousseauL. Doutreleau/C. 
Mercier, Irénée de Lyon: Contre les hérésies, Livre V (SChr 152 et 153), Paris, 1969 を
用いている。
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ちも、真の神のほかの他の者も、万物の父から遠く離れた力も、神の似像を造
ることはできないからである。また神は自らのもとで予め決定したものを造
るのに、あたかもご自身の両手を持っていないかのように、これら（天使たち）
を必要としたのでもない。神の側には常に御言葉と知恵、御子と聖霊（がおり）、
（御言葉と知恵）によって、また、（御言葉と知恵）のうちに、また自発性 8 を
持って万物を造り、（御言葉と知恵）に向かって語り、「私たちのかたち（似像）
に、また類似性に人を造ろう」と言ったのであり、ご自身で創造されたもの
の存在と、造られたものと、世にある美しいものの型 9 をご自身から取ったの
である。10
　これら 2 つの箇所を読むと明らかなように、聖霊は「神の両手」の片方として 11、
常に父なる神の側に存在し、また、絶えず御子と共に父なる神に仕えている 12。聖
8　 小林稔訳では「自律性をもって」と訳されており、その脚注には「アルメニア語による。ラテ
ン語訳によれば『自らすすんで』」と記されている（『「異端反駁」第 4 巻』小林稔訳、『キリス
ト教教父著作集 3 ／Ⅱ』教文館、2000 年、216 頁）。
9　 小林稔訳ではアルメニア語に従って「［整えられた］ものの型」と訳されている。
10　AH 4. 20. 1: “Et plasmavit Deus hominem,  limum terrae accipiens, et  insuffavit  in 
faciem ejus flatum vitae. Non ergo angeli fecerunt nos neque plasmaverunt nos, neque 
enim angeli poterant  imaginem facere Dei, neque alius quis praeter verum Deum, 
neque virtus Longe absistens a Patre universorum. Neque enim  indigebat horum 
Deus ad faciendum quae ipse apud se praefinierat fieri, quasi  ipse suas non haberet 
manus. Adest enim ei semper Verbum et Sapientia, Filius et Spiritus, per quos et in 
quibus Omnia  libere et sponte fecit, ad quos et  loquitur, dicens: Faciamus hominem 
ad imaginem et similitudinem nostrum, ipse a semetipso substantiam creaturarum et 
exemplum factorum et figuram in mundo ornamentorum accipiens.”
11　「神の両手」の思想については、大庭「エイレナイオスにおける『神の両手』の置き換えの思
想―『御言葉と知恵』から『御子と聖霊』へ」（『南山神学 別冊』第 29 号、2014 年、89-113 頁）
を参照。
12　『異端反駁』第 3 巻 8 章 3 節には「彼〔神〕は造られざるものであり、初めがなく、終わりも
ないものである。欠けるところがなく、自己充足的であり、更に、他のすべてのものに存在す
るということを与えている」と記されている。また『異端反駁』第 4 巻 11 章 2 節には「そし
て神は人間と異なっている。というのは、神は造り、人間は生じるのである。また造る方は常
に同じであるが、生じるものは、初めと真中と増加を受けなければならない。また神は善いこ
とを行い、そして人間は善いことをなされる。また神はすべてにおいて完全な方、自分自らと
等しく、また同様であり、全体として光であり、また全体として知性、全体として本性であり、
すべての善いものの泉であるが、人間は神に向かって進歩と増加を受ける」（AH 4. 11. 2: Et 
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霊が父なる神に仕え、存在していると言うとき、それは人間の創造以前から父なる
神と御子と共に存在していたことに他ならない 13。その聖霊は、人間の創造におい
hoc Deus ab homine differt, quoniam Deus quidem facit, homo autem fit. Et quidem 
qui  facit semper  idem est, quod autem fit et  initium et medietatem et adjectionem 
et augmentum accipere debet. Et deus quidem bene facit, bene autem fit homini. Et 
Deus quidem perfectus in omnibus,  ipse sibi aequalis et similis, totus cum sit  lumen 
et  totus mens et  totus substantia et  fons omnium bonorum, homo vero profectum 
percipiens et augmentum ad Deum.）と記されており、いずれの箇所も創造における父な
る神の優位性を示している。また鳥巣義文は「実は、父なる神の両手を御子と聖霊とに同一視
することによって、エイレナイオスは創造における御子の存在、いわゆる『御子の先在』を裏
づけると同時に、『聖霊の臨在』も語っている。こうして、彼は神の創造のわざが、いわば『三
位一体の位格的交わり』の内に遂行されたものであることを指摘していると言える」（鳥巣義
文『エイレナイオスの救済史神学』、21 頁）。
13　Terrance L. Tiessen, Irenaeus on the Salvation of the Unevangelized (Metuchen: The 
Scarecrow Press, 1993), 175. その他として聖霊が人間の創造以前から存在することを示す
箇所として、『異端反駁』第 4 巻 20 章 3 節を挙げる。「さて、御言葉、すなわち、御子が常に
父と共にいたということは、多くの箇所で指摘した。知恵、すなわち、聖霊も全てが形造ら
れるよりも前に共にいたことは、ソロモンを通して言っている」（AH 4. 20. 3: Et quoniam 
Verbum, hoc est Filius, semper cum Patre erat, per multa demonstravimus. Quoniam 
autem et Sapientia, quae est Spiritus, erat apud eum ante omnem constitutionem, per 
Salomonem ait）けれども、『異端反駁』第 4 巻 20 章 3 節の続く箇所では箴言 8 章 22 節の
「主は彼の御業において、自分の道の初めに私を造った」（Dominus creavit me principium 
viarum suarum in opera）という言葉を引用している。ここで考えなければならないの
は、エイレナイオスが「主は私を造った」（Dominus creavit me）という言葉をどのように
捉えているかである。これに対して、1 つ前の箇所である『異端反駁』第 4 巻 20 章 2 節に
は、次のような一文がある。「屠られ、自分の血で、私たちを贖った子羊以外には、すべて
のものを御言葉によって造り、知恵によって秩序づけた神から『御言葉が肉となった』時に、
すべてのものに対する力を受けて」（AH 4. 20. 2: nisi agnus qui occisus est et sanguine 
suo redemit nos, ab eo Deo qui omnia Verbo  fecit et Sapientia adornavit accipiens 
omnium potestatem quando Verbum caro  factum est）。このように『異端反駁』第 4 巻
20 章 2 節と 3 節だけを読むと「エイレナイオスは御子だけが神に造られざる存在として考えて
おり、聖霊については神によって造られた被造物であると考えていた」と捉えられかねない。
けれどもエイレナイオスは、そのような理解を持っていたのではない。Briggman, Irenaeus 
of Lyons, 130. 聖霊は創造以前から父なる神と御子と共に存在し、また父なる神と人格的な
交わりのうちに臨在している。すなわち、三位一体の神として、父なる神と御子と共に永遠か
ら存在し、また臨在しているのである。エイレナイオスは三位一体の神の働きを区別してい
る。“Irenaeus distinguishes the modes of working of the three Persons ― the Spirit 
operates  (operante),  the Son administers  (administrante), and  the Father approves 
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て、父なる神から「私たちのかたち（似像）に、また類似性に人を造ろう」と語ら
れ、人間の創造に関与し、また臨在していることが示されている 14。
3　旧約の時代
　それでは、人間の創造において「神の両手」の片方として臨在していた聖霊は、
旧約の時代においては、どのように臨在していたのであろうか。ここで『異端反駁』
第 5 巻 5 章 1 節と『異端反駁』第 5 巻 28 章 4 節に注目したい。
　　 からだは神の善い御心を持っている限りは、長寿を維持し続けたのであって、
聖書を読むなら、私たちの前に存在した者たちが、七百歳、八百歳、九百歳を
越えた年齢であるのが分かるであろう。そして、彼らのからだは齢を重ね、神
がそれらを生かそうと欲する限りは、生命に与ったのである。けれども、なぜ、
それらの者たちについて話すか〔と言えば〕、実にエノクは神の御心に適った
ので、からだのまま移されたが、義人たちが移されることを予め示していたの
であり、エリヤもまた形造られた実体のまま引き上げられたが、霊的な者た
ちの上昇を預言していたのである。また、からだは彼らの上昇と移行において、
彼らを妨げていない。なぜなら、初めに彼らを形造ったあの同じ両手によって、
彼らは上昇と移行を受け取ったからである。神の両手は、アダムにおいて自
らの形成物を整え、治め、担い、そして自分の望むところに運び、据えるこ
とに慣れ親しんでいたのである。15
(comprobante) ―”Tiessen, Irenaeus on the Salvation of the Unevangelized, 175. 
14　『証明』第 12 章には「人は子供であって、自らの可能性が十分実現された状態にまで至るよう
成長する必要があった。」と記されており、また『異端反駁』第 4 巻 38 章 3 節には「御父が良
いと見て命じ、御子が奉仕をして実際に形造り、聖霊が実際に育て豊かにする。人間は前進し、
完全性に達する。すなわち、生まれざる方に近い者となる。というのも、生まれざる方が完全
であり、それは神である。」と記されている。このように聖霊は、人間の成長のために、不断に
人間を見守り続け、創造された人間を「育てる」役割をも担っていることが示されている。エ
イレナイオス「使徒たちの使信の説明」小林稔・小林玲子訳『中世思想原典集成１初期ギリシ
ア教父』（平凡社、1995 年）、211 頁。
15　AH 5.  5.  1: Quoniam autem multo  tempore perseverabant  corpora  in  quantum 
placuit Deo bene haberem  legant Scripturas et  invenient eos qui ante nos  fuerunt 
septingentos et octingentos et nongentos  supergressos annos,  et  consequebantur 
corpora ipsorum longinquitatem dierum, et participabant vitam in quantum ea Deus 
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また『異端反駁』第 5 巻 28 章 4 節には、次のように記されている。
　　 初めに、人間は、神の両手、すなわち、御子と聖霊によって造られ、すべての
時において神のかたちと類似性に従って造られた。16
　『異端反駁』第 5 巻 5 章 1 節では、アダムを創造したときに、父なる神の側に臨
在していた「神の両手」について再び言及されている。エイレナイオスによれば、
旧約の時代のエノクやエリヤも、この「神の両手」によって「上昇と移行」を受け
取ったと解釈されている。さらに『異端反駁』第 5 巻 28 章 4 節には、人間の創造
の時代、そして旧約の時代においても人間と共に臨在し続けている「神の両手」で
ある御子と聖霊は、人間が創造されたときから、人間が完成に至るまで人間のもと
を去ることがないことが記されている。
　これらのことから創造の時代と旧約の時代において、聖霊は「神の両手」の片方
として不断に人間を見守り、臨在していたと結論づけることができよう。次節にお
いて、御子の受肉の時代における聖霊の臨在を確認したい。
vivere volebat. Quid autem de illis dicimus, quandoquidem Enoch placens Deo in quo 
placuit corpore translatus est, translationem justorum praemonstrans, et Helias sicut 
erat in plasmatis substntia assumptus est, assumptionem patrum prophetans? Et nihil 
impediit eos corpus  in translationem et assumptionem eorum: per  illas enim manus 
per quas in initio plasmati sunt, per ipsas assumptionem et translationem acceperunt. 
Assuetae enim erant in Adam manus Dei coaptare et tenere et bajulare suum plasma 
et ferre et ponere ubi ipsae vellent.
16　AH 5. 28. 4: “Et propter hoc  in omni tempore, plasmatus  in  initio homo per manus 
Dei, hoc est Filii et Spiritus, fit secundum imaginem et similitudinem Dei.” また『異
端反駁』第 4 巻 33 章 1 節には「このような弟子は真に霊的であって、初めから神のあらゆ
る〔救いの〕営みのうちに人々とともにいて、将来のことを予め告げ知らせ、現在のことを
見せ、過去のことを語る神の霊を受けているため、「すべての人々を裁き、自らは裁かれない」
と記されている。（AH 4. 33. 1: Talis discipulus vere spiritalis recipiens Spiritum Dei, 
qui ab initio in universis dispositionibus Dei adfuit hominibus et future annuntiavit et 
praesentia ostendit et praeteria enarrat, judicat quidem omnes, ipse autem a nemine 
judicatur.）Tiessen, Irenaeus on the Salvation of the Unevangelized, 177.
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4　御子の受肉の時代：「御子の受肉」の意味と「聖霊の人間への臨在」
　 の関連性
　御子の受肉の時代において、「御子の受肉」がどのように「人間への聖霊の臨在」
に影響を与えたかを明らかにする。そこで『異端反駁』第 4 巻 38 章 1 節に目を留
めたい。
　　 そして、この故に、父の完全なパンである彼は、まるで幼子に対するように、
ご自身を私たちに乳として与えた。すなわち、その人間としての来臨であるが、
彼の肉という、言わば乳房によって養育され、そして、このような授乳を通
して、神の御言葉を食べ、また飲むことに慣れて、また、このようにして不
滅性のパン、すなわち、父の聖霊を自分自身のうちに保つことができる〔よ
うになる〕ためである。17
　エイレナイオスによれば、「人間はあたかも幼児のような状態として創造された」
と語られている 18。あたかも幼児のような状態として造られた人間は、自らの弱さ
17　AH 4. 38. 1: “Et propter hoc, quasi infantibus, ille qui erat panis perfectus Patris lac 
nobis semetipsum praetavit, quod erat secundum hominem ejus adventus, ut, quasi 
a mammilla carnis ejus nutriti et per talem lactationem assueti manducare et bibere 
Verbum Dei, et eum qui est immortalitatis panis, qui est Spiritus Patris, in nobis ipsis 
continere possimus.”
18　『異端反駁』第 4 巻 38 章 1 節には、神が人間を幼児の状態として創造したことの理由が、次
のように記されている。「ちょうど母親が幼児に完全な食物を与えることができても、〔幼児
は〕まだ堅い食物を受け取ることができず、同様に、神自身も初めから人に完全さを与え
ることはできたが、人がそれを受け取ることができなかったのである。つまり幼児であっ
た〔からである〕」AH 4. 38. 1: “Quemadmodum enim mater potest quidem praestare 
perfectam escam infanti, ille autem adhuc non potest robustiorem se percipere escam, 
sic et Deus  ipse quidem potens  fuit homini praestare ab  initio perfectionem, homo 
autem impotens percipere  illam:  infans enim fuit.” 神は人間を初めから完全なものとし
ては造らなかったが、人間が完全さに至るために「自由な意志」を与えていた。またアダ
ムとエバには成長と発展を通して完全な神のかたちに至る可能性が造られた状態で備えら
れていた。Christopher T. Bounds, Competing Doctrines of Perfection: The Primary 
Issue in Irenaeus’ Refutation of Gnosticism, Studia Patristica XLV (Leuven: Peeters 
Publishers, 2010), 406; James G. M. Purves, “The Spirit and the Imago Dei: Reviewing 
the Anthropology of Irenaeus of Lyons,” The Evangelical Quarterly 68 (1996): 106.
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のために、初めから聖霊を自らの内に保つことができなかった 19。そればかりでな
く、その「幼児性」の故に、容易に蛇の唆しに騙されてしまったのである 20。その
ため人間は、御子が受肉し、「肉を取り、人となった御言葉」である御子を「見る
こと」によって、自らが「神のかたち」に従って造られた存在であることを思い出
す必要がある。『異端反駁』第 5 巻 16 章 2 節を読むことで、この点がより明確に
なる。
　　 かつて、確かに人間は神のかたちに従って造られたものと言われていたが、示
されてはいなかった。つまり、人間がそのかたちに従って造られた御言葉は、
まだ不可視であった。このために、類似性を容易に喪失した。しかし、神の御
言葉が肉となったとき、〔2 つの〕いずれも確かなものにした。すなわち、彼
のかたちであったものになることで、真のかたちを明らかにし、また人間を
目に見える御言葉によって、目に見えない父に似たものとすることで、類似
19　『異端反駁』第 4 巻 38 章 2 節には、次のように記されている。「そして、この故にパウロはコ
リント人に『私はあなたたちに乳を飲ませて、食物は与えなかった。まだ食物を得ることがで
きなかったからである』と言っている。すなわち、あなたたちは、主が人間となって来たこと
を学んだが、あなたたちの弱さのために、父の聖霊はまだ、あなたたちの上に休息してはいない。
（AH 4. 38. 2: Et propter hoc Paulus Corinthiis ait : Lac vobis potum dedi non escam, 
nondum enim poteratis escam percipere, hoc est eum quidem adventum Domini qui 
est secundum hominem didicistis, nondum autem Patris Spiritus requiescit super vos 
propter vestram infirmitatem.）
20　『証明』には次のように記されている。「しかし、人は小さな者であって、その識別能力はま
だ未発達であり、そのため欺く者によって誤った道に導かれるのもたやすかった。」エイレナ
イオス「使徒たちの使信の説明」、212 頁。またエイレナイオスにおける堕罪の理解について
は、大庭「エイレナイオスにおける『人間の成長』と『神化』」（『南山神学別冊（第 30 号）』、
2015 年、23-77 頁）を参照。また筆者はこの論文において「人間の神化」の過程と「聖霊の臨
在」の関係性についても論じている。また大貫隆は次のように説明している。「彼は悪魔（蛇）
に打ち負かされて神のいましめを破り、その結果、神との類似性（similitude）を喪失し、死
によって捕らえられてしまった。エイレナイオスはこの破壊とその帰結を、最初の人間アダム
独りだけではなく、人類全体に関係づける。ただし、彼はそれを、やがてアウグスティヌスが
展開することになるような原罪論によってではなく、すべての個々の人間がすでに最初の人間
アダムの内に現実的に内包され、総括されている、という一種神秘的な観念に基づいて行うの
である」大貫隆『ロゴスとソフィア― ヨハネ福音書からグノーシスと初期教父への道』（教
文館、2001 年）、199 頁。これに対し、Ernst Klebba は、エイレナイオスにおいても原罪論
を確認できるとの立場を取る。Ernst Klebba, Die Anthropologie des hl. Irenaeus, eine 
dogmengeschichtliche Studie（Münster i. W.: Schöningh, 1894）, 80-81.
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性をも強固にもと通りにしたのである。21
　先ほど引用した『異端反駁』第 4 巻 38 章 1 節の箇所と、上記の第 5 巻 16 章 2
節の箇所を合わせ読むことによって、「御子の受肉」と「聖霊の人間への臨在」の
関連性を理解することができる。すなわち、（1） 人間は幼児の状態として創造され
たので、聖霊を受け取るよりも先に、まず御子を知る必要があった。（2） 蛇によっ
て唆
そそのか
され堕罪した人間は、御子を「見ること」によって、自らが「神のかたち」と
して創造されたことを思い出す必要があった。
　このように人間は「御子の受肉」、すなわち、御子を実際に「見ること」を通して、
聖霊を受けることができるように整えられるのである。これら 2 つの点に加えて、
人間が聖霊を受けることができるようになるために、もう 1 つ重大なことが残され
ている。それが御子の洗礼時に、聖霊が御子にも降ったことである 22。この点を次
節において取り扱うことにしたい。
21　AH 5. 16. ２: In praeteritis enim temporibus, dicebatur quidem secundum imaginem 
Dei  factum esse hominem, non  autem ostendebatur:  adhuc  enim  invisibile  erat 
Verbum,  cujus  secundum  imaginem homo  factus  fuerat;  propter  hoc  autem et 
similitudinem  facile amisit. Quando autem caro Verbum Dei  factum est, utraque 
confirmavit: et imaginem enim ostendit veram, ipse hoc fiens quod erat imago ejus, et 
similitudinem firmans restituit, consimilem faciens hominem invisibili Patri per visibile 
Verbum.
22　御子に聖霊が降ったことに関して、議論すべき 2 つの点を挙げることができる。1 つは、聖霊
はイエスの人性にのみ降ったのか。それとも人性と神性の両方であるかという点。もう 1 つ
は、イエスに注油された霊とは、聖霊であるのか、それとも非位格的霊もしくは、神の力のよ
うなものであるかという点である。Briggman は、聖霊はイエスの人性にのみ降り、その注
油された霊は、聖霊であると主張している。Anthony Briggman, “The Holy Spirit as the 
Unction of Christ in Irenaeus,” Journal of Theological Studies 61, Pt 1 (2010): 173-75.
また Houssiau も注油された霊は、イエスの人性にのみとの立場を取っている。A. Houssiau, 
La Christologie de Saint Irénée, Universitas Catholica Lovaniensis Dissertationes, 3. Ⅰ
(Louvain: Publications Universitaires; Gembloux: J. Duculot, 1955), 166-86.
　　これに対して、Orbe は非位格的霊もしくは、神の力がイエスに注油されたと主張している。
Antonio Orbe, La unción del Verbo, Estudios Valentinianos 3, Analecta Gregoriana 
113 (Roma: Libreria editrice dell’Università Gregoriana, 1961), 541.
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4.1　御子の受肉の時代：御子の洗礼における聖霊の臨在
　なぜ、御子が洗礼を受けたか 23 について、エイレナイオスは『異端反駁』第 3 巻
17 章 1 節で次のように語っている 24。ここで興味深いことは、聖霊の臨在は、単に
御子にのみ必要なことではなく、聖霊の側にも、御子に臨在しなければならない理
由があることである。
　　 彼らは真にそうであったことを語った。すなわちイザヤが「彼の上に留まって
休む」と言ったあの神の霊が、鳩のように彼に降った。それは私たちがすでに
述べた通りである。また「主の霊が私の上にある。私に注油するためである」〔と
言っている。〕その霊は主が「語るのはあなたがたではなく、あなたがたのう
ちで語る、あなたがたの父の霊である」と言ったのである。また神のうちに
再び生まれ変わらせる力を弟子たちに与えたとき、「あなたたちは行って、す
べての民族を弟子にしなさい。父と子と聖霊の名によって洗礼を授けなさい」
23　多くの研究者たちが、イエスがヨルダンで聖霊を受けたことの目的を、「キリスト論的宣
教」が成就するためであったと説明している。この点については Houssiau, La Christologie 
de Saint Irénée, 76-177; Kilian McDonnell, The Baptism of Jesus in the Jordan: The 
Trinitarian and Cosmic Order of Salvation  (Collegeville: Liturgical Press, 1996) 119-
20. を参照。
24　『異端反駁』第 3 巻 9 章 3 節には次のように記されている。「その上、マタイは洗礼において、
天が開け、そして、神の霊がまるで鳩のように降り、彼の上に来るのを見た。また、見よ、天
からの声があって言った。「あなたは私の愛する子、私の心にかなうもの。」キリストがイエス
の中へと降って来たのでもなければ、キリストとイエスが別なのでもない。すべての〔者の〕
救い主であり、天と地の主である神の御言葉、先に示したようにイエスである者が、肉を取り、
また父から霊〔を〕注油されて『イエス・キリストとなった』のである」AH 3. 9. 3: Adhuc 
ait in baptismate Matthaeus: Aperi sunt caeli, et uidit Spiritum Dei quasi columbam 
uenientem super eum. Et ecce uox de caelo dicens: Hic est Filius meus dilectus  in 
quo mihi complacui. Non enim Christus tune descendit in Iesum, neque alius quidem 
Christus, alius uero  Iesus;  sed Verbum Dei, qui est Saluator omnium et dominator 
caeli  est  terrae, qui  est  Iesus, quemadmodum ante ostendimus, qui  et adsumpsit 
carnem et unctus est a Patre Spiritu, Iesus Christus factus est. エイレナイオスの理解に
よれば、 受肉した御言葉であるイエスは、注油されることにより「キリスト」となったという
ことになる。この点に関して、Houssiau は、「イエスが『イエス・キリスト』となったことは、
単に御言葉が肉体となったことを意味していると述べている。Houssiau, La Christologie de 
Saint Irénée, 185. また McDonnell は、ヨルダンでイエスに聖霊が降り、注油されたことで「キ
リスト」と呼ばれるようになったと述べている。McDonnell, The Baptism of Jesus, 118.
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と彼らに言った。しもべとはしために預言させるため、終わりの時に彼らの上
にこの〔霊〕を注ぐであろうと、預言者を通して約束したのである。そこで〔聖
霊〕は、人の子となった神の子にも降った。それは彼とともに、人類のうち
に住み、人々のうちに休み、神の形成物のうちに住むということに慣れさせ
るためであった。そのなかで父の意志を行い、そして彼らを古さからキリス
トの新しさへと新たにするのである。25
　この箇所でエイレナイオスは、聖霊が「神の形成物」のうちに住むと表現している。
ヨピッヒ（Joppich）は『異端反駁』第 4 巻序 4 節 26、第 4 巻 41 章 4 節 27、4 巻 31 章
2 節 28、そして第 1 巻 9 章 3 節 29 を取り上げ、エイレナイオスは「形成物」（plasma）
と「肉」を同一視しているとの見解を示している 30。つまり聖霊は、形成物である「肉
体」に臨在し、「肉体と魂」から成る人間と区別される「聖霊」31 が、「肉体」を持
25　AH 3.  17.  1: Quod  autem erat,  hoc  et  dixerunt,  Spiritum Dei  sicut  columbam 
descendisse  in eum, hunc Spiritum de quo ab Esaia dictum est: Et requiescet super 
eum Spiritus Dei,  sicut praediximus. Et  iterum: Spiritus Domini super me, propter 
quod unxit me,  iste Spiritus de quo ait Dominus: Non enim uos estis qui  loquimini, 
sed Spiritus Patris uestri qui  loquitur  in uobis. Et  iterum potestatem regenerationis 
in Deum dans discipulis dicebat eis: Euntes docete omnes gentes, baptizantes eos in 
nomine Patris et Filii et Spiritus sancti. Hunc enim promisit per prophetas effundere 
se in nouissimis temporibus super seruos et ancillas ut prophetent; unde et in Filium 
Dei Filium hominis factum descendit, cum ipso adsuescens habitare in genere humano 
et requiescere in hominibus et habitare in plasmate Dei, uoluntatem Patris operans in 
ipsis et renouans eos a uetustate in nouitatem Christi.
26　AH 4. pref. 4: plasma Dei, quod quidem est caro.
27　AH 4. 41. 4: plasma, quod est carnis substantia.
28　AH 4. 31. 2: caro, hoc est plasma.
29　AH 1. 9. 3: caro est illa vetus...plasmatio a Deo.
30　Godehard Joppich, Salus Carnis: eine Untersuchung in der Theologie des hl. Irenaus 
von Lyon, Munsterschwarzacher Studien 1 (Munsterschwarzach: Vier-Türme-Verlag, 
1965), 31. このようにエイレナイオスが「形成物」としての「肉体」を強調する背景には、「肉体」
を軽視したグノーシス主義への反駁が込められていると考えることが相応しいであろう。
31　『異端反駁』第 5 巻 6 章 1 節には、「父の両手によって、すなわち、御子と聖霊によって、人は
神の類似性に従って成るけれども、人の一部ではない。また、魂と聖霊は、人の一部になるこ
とができるが、決して人ではない。けれども、完全な人とは、父の霊を受け取る魂と、神のか
たちに従って造られた肉体とが混合し、結合した〔人である〕。（中略）もし、誰かが形成物で
ある肉の実体を取り除き、そして、自らを純粋に全く霊だけのものとして理解するとしても、
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つ人間のうちに住むことに慣れる必要があったのである。
　ここから前節で述べたことと合わせて、2 つのことを確認することができる。1
つは、「あたかも幼児の状態」として造られた人間は、自らの弱さのために最初か
ら聖霊を受けることができず、受肉した御子を「見ること」によって、聖霊を受け
る可能性が開かれたことである。2 つ目は、人間を構成する「肉体と魂」から区別
される聖霊は、「形成物」である人間の肉体に臨在することに慣れる必要があった
ことである。聖霊は、御言葉である「御子」が受肉し、ヨルダン川で洗礼を受けた
ときに降る。また聖霊自体も、人間のうちに臨在するために、言わば「準備」をし
たということである。
　さらにエイレナイオスは、人の場合も、「洗礼」を受けた時に聖霊が与えられ、
人間への臨在が始まると考えている。『異端反駁』第 5 巻 11 章 2 節には、次のよ
うに記されている。
　　 それでは私たちはいつ天に属しているかたちを取ったのであろうか。あなたた
ちが主の名を信じ、その霊を受けて、洗われたときと言えよう。32
　以上のように「御子」が受肉し、洗礼を受けたときに聖霊が降ったことにより、
人間は聖霊を受ける可能性が開かれ、また聖霊が人間の肉体のうちに住むことに慣
れるようにされた。また御子が「受肉」し、ヨルダン川において聖霊を受けたこと
により、「御子の受肉」以後の人間も、洗礼時において聖霊を受ける道が開かれた
と考えることができる。
もはや、そのようなものは霊的な人間ではなく、むしろ、人間の霊、あるいは、神の霊〔であ
る〕。しかし、魂と混合した聖霊が形成物に一致するとき、聖霊の流出の故に、人間は霊的な
もの、また、完全なものとなる。そして、これこそが神のかたちと類似性に従って造られた
ものである」（AH 5. 6. 1: Si enim substantiam tollat aliquis carnis, id est plasmatis, et 
nude ipsum solum spiritum intellegat, jam non spiritalis homo est in quod est tale, sed 
spiritus hominis aut Spiritus Dei. Cum autem Spiritus hic commixtus animae unitur 
plasmati, propter effusionem Spiritus spiritalis et perfectus homo factus est: et hic est 
qui secundum imaginem et similitudinem factus est Dei. ）
32　AH 5. 11. 2: Quando autem iterum imaginem caelestis? Scilicet quando, ait, abluti estis 
credentes  in nomine Domini et accipientes ejus Spiritum. この「人間は洗礼時に聖霊を
受ける」というのは、エイレナイオスに特有なものではなく、原始キリスト教においては一般
的な考えであった。R・ブルトマン『新約聖書神学Ⅰ』川端純四郎訳（新教出版社、1963 年）、
50-51 頁、175-176 頁を参照。
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　これらのことから「御子の受肉」は、「聖霊の人間への臨在」において「転換の契機」
となったと言うことができるであろう。
4.2　御子の受肉の時代：『異端反駁』第 4 巻 33 章 15 節に見る「転換の契機」
　　 としての「終わりの時」
　エイレナイオスにおける「聖霊の人間への臨在」を考察するにあたり、決して見
落としてはならない箇所として、『異端反駁』第 4 巻 33 章 15 節を挙げることがで
きる。
　　 常に同じ神を知っており、今、私たちに現れたのだとしても、常に同じ神の御
言葉が〔いたこと〕を識っており、終わりの時に、新たに私たちに注がれた
としても、常に同じ神の聖霊〔がおり〕、世の創造から終わりに至るまで、同
じ人類がいることを識っているからである。33
　これとよく似た記述を、『証明』第 6 章に見出すことができる 34。そこには次のよ
うに記されている。
　　 そして、次に述べることが、建物の土台であり、また生命の道を確立するもの
であるわれわれの信仰の素描である。父である神、創られず、把握されえず、
不可視の方であり、すべてのものの創造者であるひとりの神、これがわれわ
れの信仰の、第一にして最も大切な箇条である。第二の箇条は、神の御言葉、
神の子、われわれの主キリスト・イエスである。この方は預言の〔全体〕計
33　AH 4.  33.  15: “semper  eundem Deum  sciens,  et  semper  eundem Verbum Dei 
cognoscens etiamsi nunc nobis manifestatus est,  et  semper eundem Spiritum Dei 
cognoscens etiamsi in novissimis temporibus nove effusus est in nos, et a conditione 
mundi usque ad finem idipsum humanum genus.”
34　Behrも『証明』第6章と『異端反駁』第4巻33章15節に類似した記述があることを指摘している。
St.  Irenaeus of Lyons, On the Apostolic Preaching,  trans. John Behr  (Crestwood: St. 
Vladimir’s Seminary Press, 1997), 104. さらに『証明』第 22 章でも次のように記されている。
「そして、『似像』とは神の子であり、人間は〔その神の子の〕似像に造られたのであった。そ
ういうわけで、『終わりの時に』〔その神の子は〕似像〔である人間〕が彼自身に似ていること
を見せるために『現れた』〔1 ペト 1:20〕のであった。」エイレナイオス「使徒たちの使信の説明」、
217 頁。
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画に従い、また父が配置したやり方によって、預言者たちによりあらかじめ
示された。そしてこの方を通してありとあらゆるものが造られたのであった。
この方はまた「ときの終わりにあたって」すべてのものを再統合するため、人々
のなかで人間、つまり見えるもの、手で触れることのできるものとなった。そ
れは死を滅ぼして生命を目に見えるかたちで顕し、神と人との交わりをもた
らすためであった。第三の箇条は聖霊である。預言者が預言し、族長たちが
神について教えられ、義人たちは義の小径に導かれたが、それらのことはみ
なこの聖霊を仲介としてなされたのであった。また、この聖霊は、人を神に
向けて新たにしようとして、「時の終わりにあたり」新しいやり方で全地上に
拡がる人類の上に注がれている。35
　『異端反駁』第 4 巻 33 章 15 節において、特に注目したいのは下線を引いた「終
わりの時に、新たに私たちに注がれたとしても、常に同じ神の聖霊〔がおり〕」と
いう部分である。また『証明』第 6 章にも「ときの終わりにあたって」また「時の
終わりにあたり」との表現がある。ここから、「終わりの時」と呼ばれている時期
を境に、聖霊が「新たに」私たち、すなわち、人間に注がれるようになったと考え
ることができよう。
　それでは、エイレナイオスの指す「終わりの時」とは、具体的にいつの時であろ
うか。エイレナイオスは『異端反駁』の多くの箇所で、「終わりの時」を「御子の受肉」
との関連で用いている 36。ここから、「御子の受肉」の以前と以後において、聖霊の
臨在の仕方に違いがあると考えることができるであろう。『異端反駁』第 4 巻 33
章 15 節でも、『証明』第 6 章でも、「聖霊の新しい注ぎ」について言及されている。
35　前掲書、207-208 頁。
36　「御子の受肉」を「終わりの時」との関連で記している箇所として、『異端反駁』第 3 巻 5 章 3
節、第 3 巻 11 章 5 節、第 3 巻 17 章 1 節、第 4 巻 7 章 2 節、第 4 巻 20 章 4 節、第 4 巻 24 章
1 節、第 4 巻 38 章 1 節、第 4 巻 41 章 4 節、第 5 巻 15 章 4 節、第 5 巻 17 章 1 節、第 5 巻 18
章 3 節を参照。
　　また、この点で注意しなければならないのは、エイレナイオスにおける「終わりの時」とは、「御
子の受肉」の時に限定されるものではなく、御子による「十字架での贖罪」までも含まれてい
るという点である。『異端反駁』第 4 巻 10 章 2 節には、「また、初めから彼らを創造し、造っ
た御言葉が、終わりの時に、私たちを買い戻し、生かす方であること」と記されている。（AH 
4. 33. 15: “Et rursus significans quoniam qui ab initio condidit et fecit eos Verbum, et 
in novissimis temporibus redimens nos et vivificans.”）
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　この「聖霊の新しい注ぎ」がどのようなものであるかを知るために、『証明』第
8 章の短い記述に注目したい。そこには、次のように記されている。
　　 「時の終わりにあたって」神は養子にする契約を開いて下さっているからであ
る。37
　この箇所から「終わりの時」以降の「新たな聖霊の注ぎ」として、「養子とする」
ことが加えられたと理解することができる 38。この「養子とする」ことについて言
及している 2 つの箇所『異端反駁』第 3 巻 6 章 1 節と第 3 巻 19 章 1 節を取り上げ
たい。まず第 3 巻 6 章 1 節には、次のように記されている。
　　 また、神は神々の集いに立ち、その真中で神々への裁きを行う。ここで父と子と、
そして養子とされた者たちについて言っている。これは教会であり、神の集
いであって、これは神、すなわち、御子が自ら自分自身で集めたのである 39。（中
略）神々とはどんなものか？「私は言った。あなたたちは神々であり、また、皆、
崇高なものの子らである」。〔すなわち〕養子にする恵み 40 を受けた人々に言っ
ている〔のであって〕これによって私たちは「アバ、父よ」と呼ぶのである。41
次に第 3 巻 19 章 1 節に目を向けたい。
　　 御言葉は、その恵みの賜物のことを語った際、この人々に向かって言った。「私
は言った。あなたたちは皆、神々であり、至高の者の子らである」と。養子
37　エイレナイオス「使徒たちの使信の説明」、209 頁。
38　Carl Mosser, “The Earliest Patristic Interpretations of Psalm 82: Jewish Antecedents 
and the Origin of Christian Deification,” Journal of Theological Studies 56 (2005): 44.
39　AH 3. 6. 1: Et iterum: Deus stetit in synagoga deorum, in medio autem deos discernit. 
De Patre et Filio et de hi:s qui adoptionem perceperunt dicit; hi autem sunt Ecclesia: 
haec enim est synagoga Dei, quam Deus, hoc est Filius, ipse per semetipsum collegit.
40　『異端反駁』第 4 巻１章１節では、「子とする霊を受けた人々」（qui adoptionis Spiritum 
accipiunt）と記されている。
41　AH 3. 6. 1: Quorum autem deorum? Quibus dicit: Ego dixi: Dii estis et filii Altissimi 
omnes, his  scilicet qui adoptionis gratiam adepti  sunt, per quam clamamus: Abba 
Pater.
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とする賜物を受け入れず、神の御言葉の汚れのない出生という受肉を侮辱し、
人間から神に向かっていくことを騙し取り、自分たちのために肉となった神
の御言葉に感謝をしない態度を取る。このため、神の御言葉が人間となった。
すなわち、神の子が、人の子となったのである。〔それは人間が〕神の御言葉
と結合され、養子とされることを受けて、神の子となるためであった。私た
ちは、不滅性と不死性とひとつに結ばれるのでなければ、他の方法で不滅性
と不死性を得ることはできなかったからである。42
　これまでをまとめると、次のように述べることができるであろう。すなわち、「終
わりの時」と表現される「御子の受肉」を境に、「聖霊の人間への臨在」の仕方は
大きく変化した。人間創造の時代と旧約の時代においては、聖霊は「神の両手」の
片方として人間の創造に関与し、また、旧約の時代を通しても、「神の両手」は創
造された人間を不断に見守り、「養って」いた。この「神の両手」としての聖霊の
臨在は、そして『異端反駁』第 5 巻 28 章 4 節に記されていたように 43、人間から離
れることはない。
　ここで思い出す必要があるのは、「神の両手」の片手としての聖霊のもう片方は「御
言葉」である「御子」ということである。人間創造の時代にあっても、また旧約の
時代にあっても、「神の両手」としての「御子」と「聖霊」は、絶えず共に働いていた。
片方の手としての「御言葉」である「御子」が受肉したことで、もう片方の手とし
ての聖霊も、やはり「形成物」である「肉体」のうちに臨在するのである 44。つま
り御子が「肉体」を取り、その「肉体」に聖霊が「内在」という仕方で、臨在する
ようになる。このように「御子の受肉」を境に、聖霊の臨在の仕方は、人間のうち
に内在するという方法を取るようになる。
42　AH 3. 19. 1: “Ignorantes enim eum qui ex Virgine est Emmanuel, priuantur munere 
eius quod est uita aeterna; non recipientes autem Verbum incorruptionis, perseuerant 
in carne mortali et sunt debitores mortis, antidotum uitae non accipientes. Ad quos 
Verbum Propter hoc enim Verbum Dei homo, et qui Filius Dei est Filius hominis 
factus est, <ut homo>, commixtus Verbo Dei et adoptionem percipiens, fiat filius Dei. 
Non enim poteramus aliter percipere  incorruptelam et  immortalitatem nisi aduniti 
fuissemus incorruptelae et immortalitati.”
43　本論文脚注 16 を参照。
44　本論文脚注 57 を参照。
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5　教会の時代
　教会の時代における「聖霊の臨在」を論ずるのにあたり、まず初めにエイレナイ
オスの教会の定義を確認する必要がある。そのために、ここで再び『異端反駁』第
3 巻 6 章 1 節に目を向ける。
　　 また、神は神々の集いに立ち、その真中で神々への裁きを行う。ここで父と子と、
そして養子とされた者たちについて言っている。これは教会であり、神の集
いであって、これは神、すなわち、御子が自ら自分自身で集めたのである 45。（中
略）神々とはどんなものか？「私は言った。あなたたちは神々であり、また、皆、
崇高なものの子らである」。〔すなわち〕養子にする恵み 46 を受けた人々に言っ
ている〔のであって〕これによって私たちは「アバ、父よ」と呼ぶのである。47
　この箇所で注目すべきは、下線を引いた「ここで父と子と、そして養子とされた
者たちについて言っている。これは教会であり、神の集いであって、これは神、す
なわち、御子が自ら自分自身で集めたのである」という部分である。
　教会の時代以前の「御子の受肉」の時代以後に、「聖霊の人間への臨在」の仕方
は、それ以前から大きく変化した。御言葉である御子が受肉し、「形成物」である
「肉」のうちに宿ることに慣れたことによって、「肉体と魂」から成る人間も、聖霊
を自らのうちに宿らせることができるようになった。また、御子が「受肉」し、ヨ
ルダン川で聖霊が降ったことにより、人間も洗礼時に聖霊を受け、「神の養子」と
なり、父なる神を「アバ、父よ」と呼ぶことができるに至る 48。これは人間創造の
45　AH 3. 6. 1: Et iterum: Deus stetit in synagoga deorum, in medio autem deos discernit. 
De Patre et Filio et de his qui adoptionem perceperunt dicit; hi autem sunt Ecclesia: 
haec enim est synagoga Dei, quam Deus, hoc est Filius, ipse per semetipsum collegit.
46　『異端反駁』第 4 巻１章１節では、「子とする霊を受けた人々」（qui adoptionis Spiritum 
accipiunt）と記されている。
47　AH 3. 6. 1: Quorum autem deorum? Quibus dicit: Ego dixi: Dii estis et filii Altissimi 
omnes, his  scilicet qui adoptionis gratiam adepti  sunt, per quam clamamus: Abba 
Pater.
48　エイレナイオスは洗礼を「神へと生まれ変わらせる洗礼」として捉えている。そのことを表し
ているいくつかの箇所を挙げたい。まず『証明』第 3 章には、「信仰がわれわれに勧告してく
れることは、何よりもまず、われわれが受けた洗礼を想い起こすことである。その洗礼を、わ
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時代や旧約の時代にはなかった「聖霊の新しい注ぎ」であり、聖霊を自らのうちに
宿らせることができるようになった人間は「神の養子」とされるに至る。エイレナ
イオスは、「聖霊を自らのうちに与えられ『神の養子』とされた者たちの集い」が
「教会」であるとしている。そして、聖霊が与えられ「神の養子」とされた者は、「御
子」と同じように、父なる神に向かって「アバ、父よ」と呼ぶことができるのである。
『異端反駁』第 5 巻 8 章 1 節を見ると、「アバ、父よ」と呼ぶことができる者たちは、
すでに聖霊の部分を「保証」として受け取っている者たちであることが語られてい
る。
　　 今、私たちは完成と不滅性のために神の聖霊の部分を受け取っている。私たち
は次第に神を捉え、担うことに慣れ親しんでいくのである。そして使徒は、こ
れを保証と言っている。すなわち、神が私たちに約束された自身の栄誉の部
分である。彼はエフェソへの手紙で言っている。「彼において、また、あなた
がたも、真理の言葉、あなたの救いの福音、また信じて約束された聖霊で証
印をされたのであり、これは私たちが相続する保証である。従って、もしこ
の保証が、私たちのうちに宿っているのであれば、既に、霊的なものであり、
また死すべきものは、不死性によって呑み込まれているのである。――なぜ
なら、もしあなたたちのうちに神の霊が宿っているのであれば、あなたたち
は肉にいるのではなく、霊のうちにいるのである。――と言っている。しかし、
このことは肉を捨てることによるのではなく、霊と一致することでなされる。
――つまり、肉を持たない者たちに書いたのではなく、神の霊を受け取った
れわれは父なる神の名によって、また肉〔なる人〕となり、死に、そして復活した、神の子イ
エス・キリストの名によって、そして神の聖霊において、罪の赦しのために受けたのであった。
また信仰は次のことも想い起こすように勧告する。この洗礼が永遠の生命の封印であり、神の
内への生まれ変わりであるということ、すなわちこれによってわれわれはもはや死すべき人間
の子供ではなく、時間を超越し、永遠の方である神の子供になるのだということ。」と記され
ている。エイレナイオス「使徒たちの使信の説明」、206 頁。また『証明』第 7 章には「洗礼は、
子を通して、聖霊の内に、父なる神への再生をわれわれにもたらすのである。」と記されている。
『異端反駁』第 3 巻 17 章 1 節「それは彼とともに、人類のうちに住み、人々のうちに休み、神
の形成物のうちに住むということに慣れさせるためであった。そのなかで父の意志を行い、そ
して彼らを古さからキリストの新しさへと新たにするのである。」と記されている。これらの
箇所では、洗礼が「神の内への生まれ変わり」、「父なる神への再生」、「古さからキリストの新
しさへと新たにする」と表現されている。前掲書、208 頁。
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者たちにであり、この〔霊〕によって、「アバ、父よ」と呼ぶのである。――
従って、もし今、保証を持っている私たちが、「アバ、父よ」と呼ぶのであれば、
私たちがよみがえり、顔と顔を合わせて父を見るであろう時には、〔また〕す
べての者たちが絶え間なく勝利の賛美を捧げ、死から彼らを起こし、永遠の
生命を与えるであろう者はどれ程、神を讃えるであろうか？　もし、人を自
らのうちに包んでいる保証が、すでに「アバ、父よ」と言わせているとすれば、
神から人々に与えられるであろう霊の完全な恵みは何をなすであろうか？〔そ
れは〕私たちを神に似たものとし、父の意志を完成するであろう。なぜなら、
人間を神のかたちと類似性に従って造るであろうから。49
　この箇所で下線を引いた部分「神の霊を受け取った者たちにであり、この〔霊〕
によって、『アバ、父よ』と呼ぶ」と「保証が、すでに『アバ、父よ』と言わせて
いる」から理解することができるように、たとえ部分であったとしても、聖霊の「保
証」を受けている者でなければ父なる神を「アバ、父よ」と呼ぶことができないの
である。そうであるならば、教会の時代における「人間への聖霊の臨在」は「信者
のみ」ということになる。この点について次節で、他の引用箇所と合わせてさらに
確認をしてみたい。
49　AH 5. 8. 1: Nunc autem partem aliquando a Spiritu ejus sumimus ad perfectionem et 
praeparationem  incorruptelae, paulatim assuescentes capere et portare Deum: quod 
et pignus dixit Apostolus, hoc est pars ejus honoris qui a Deo nobis promissus est, in 
epistola quae ad Ephesios est dicens: In quo et vos, audito verbo ueritatis, Evangelio 
saltis uestrae,  in quo credentes signati estis Spiritus promissionis  sancto, qui est 
pignus hereditatis nostrae. Si ergo pignus hoc habitans  in nobis  jam spiritales efficit 
et absorbetur mortale ab  immortalitate − Vos enim, ait, non estis  in carne sed  in 
Spiritu, siguidem Spiritus Dei, habitat in vobis −, hoc autem non secundum jacturam 
carnis sed secundum communionem Spiritus fit − non enim erant sine carne quibus 
scribebat, sed qui assumpserant Spiritum Dei, in quo clamamus: Abba Pater, si igitur 
nunc pignus habentes clamamus: Abba, Pater, quid  fiet quando resurgentes  facie 
ad  faciem videbimus eum, quando omnia membra affluenter exsultationis hymnum 
protulerint,  glorificantia  eum qui  suscitaverit  ea  ex mortuis  et  aeternam vitam 
donaverit? Si enim pignus complectens hominem  in  semetipsum  jam  facit dicere: 
Abba, Pater,  quid  faciet universa Spiritus gratia quae hominibus dabitur a Deo? 
similes nos ei efficiet et perficiet voluntatem Patris: efficiet enim hominem secundum 
imaginem et similitudinem Dei.
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5.1　教会の時代における「聖霊の人間への臨在」は「信者のみ」であるか
　教会の時代において聖霊の人間への臨在は、信者に限られるのであろうか。『異
端反駁』第 3 巻 24 章 1 節には、次のように記されている。
　　 そして〔教会〕のなかには、キリストの交わりが、すなわち、不死性の保証 50、
私たちの信仰の確証、神への上昇のはしごである聖霊が委託されている 51。神
は使徒と預言者と教師たち、その他あらゆる働きを教会に置いたと言ってい
る。教会に集わない者たちは、皆、〔聖霊に〕与るものではなく、悪い説と最
悪の業によって自らを欺き、生命から〔遠ざけている〕のである。教会のあ
るところに、神の聖霊もあり、神の聖霊のあるところには、教会とすべての
恵みがある。そして聖霊は真理である。52
　加えてこの節のラテン語翻訳の誤訳について、ペテロ・ネメシェギの重要な指摘
を紹介したい。
　　 周知のように、エイレナイオスの『異端反駁論』のギリシア語原文の大部分は
紛失し、古代に作られたラテン語訳しか保存されていないが、この書のすぐれ
た校訂版を最近出したルッソーの研究によって、右に引用したテキストにおい
て、古代ラテン語訳の 1 つの重大な誤訳が訂正された。テキストの第二段落
の初めに、ラテン語訳は、Hoc enim ecclesiae creditum est Dei munus と
50　エフェソ１章 14 節、第二コリント１章 22 節を参照。
51　鳥巣義文は、これについて次のように記している。「教会にある『霊』は『不滅性の手付』、す
なわち、『保証』と言われているばかりでなく、『神への上昇のはしご』とさえ言われている。
これが『神化』を表現するものでなければ一体何であろうか。エイレナイオスにとって、『不
滅性の保証』である『霊』は、実に教会の中で、人間を神へと導くものなのである。しかも、『キ
リストとの交わり』とも言われているように、『霊』はいつも『子』と共に働きながらそうす
るのである」鳥巣義文『エイレナイオスの救済史神学』109 頁。
52　AH 3.  24.  1:  et  in  eo deposita  est  communicatio Christi,  id  est Spiritus  sanctus, 
arrha  incorruptelae et confirmatio  fidei nostrae et  scala ascensionis ad Deum.  In 
Ecclesia  enim,  inquit,  posuit Deus  apostolos,  prophetas,  doctores,  et  uniuersam 
reliquam operationem Spiritus, cuius non sunt participes omnes qui non coucurrunt 
ad Ecclesiam, sed semetipsos fraudant a uita per sententiam malam et operationem 
pessimam. Vbi enim Ecclesia,  ibi et Spiritus Dei; et ubi Spiritus Dei,  illic Ecclesia et 
omnis gratia: Spiritus autem Veritas.
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書いて、hoc という指示代名詞を munus という名詞を飾る語としてとり、「神
のこのたまもの〔すなわち、信仰〕は教会に委ねられた」という意味に理解した。
ギリシア語原文において、munus にあたる語は δωρεάという女性名詞であっ
たと思われる。したがって、hoc にあたる指示代名詞も、女性語尾の αυτηで
あったに違いないのである。ところで、前後関係からすると、この αυτηは、
ラテン語訳者が思ったとおりの主格 αὕτηではなく ἐκκλησίᾳ（教会）という語
を飾る与格 αὐτῇであると言わざるを得ない。そして δωρεά（たまもの）とい
う言葉は、聖書の言葉遣いどおり（ヨハネ 4・10、使徒 2・38）、聖霊を意味
しているのである。したがって、この個所の正しい訳は、「教会にこそ、神の
たまもの〔すなわち、聖霊〕が与えられた。ちょうど〔神によって〕形づく
られた〔人祖の体に〕息が与えられたように」である。53
　この指摘に従えば、『異端反駁』第 3 巻 24 章 1 節でエイレナイオスが主張して
いることは、「教会にこそ、神のたまもの〔すなわち、聖霊〕が与えられた。ちょ
うど〔神によって〕形づくられた〔人祖の体に〕息が与えられたように」という内
容となる。それゆえ「聖霊が全人類に」ではなく、あくまでも「信者たちが集う教
会」に与えられたと理解することができる 54。
　次いで『異端反駁』第 3 巻 6 章 4 節に記されているエイレナイオスの祈りに注
目したい。
　　 それ故、私もあなたの御名を呼びます。アブラハムの神、イサクの神、ヤコブ
とイスラエルの神よ、あなたは私たちの主イエス・キリストの父です。神よ、
あなたはその豊かな憐れみによって、私たちがあなたを知るようにと、私た
ちに好意を寄せてくださいました。あなたは天と地を造り、万物を支配する方、
唯一のまことの神であって、その上に他の神はありません。私たちの主イエス・
キリストによって聖霊の賜物を与え、この書物を読むすべての者が、あなた
が唯一の神であることを知り、あなたのうちに強められ、すべての異端的で、
無神的で不敬虔な教えから遠ざかるようにしてください。55
53　ペトロ・ネメシェギ「教父時代のプネウマトロギアの代表的一例としてのエイレナイオスの聖
霊論」『日本の神学』24（教文館、1985 年）、135 頁。
54　Tiessen, Irenaeus on the Salvation, 184.
55　AH 3. 6. 4: Et ego  igitur  inuoco te, Domine Deus Abraham et Deus Isaac et Deus 
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　この祈りにおいて、エイレナイオスはグノーシス主義とマルキオン主義に反対す
る観点から、唯一の創造者である神を主張している 56。エイレナイオスの聖霊理解
において、この『異端反駁』第 3 巻 6 章 4 節を取り上げることの理由は、本文の
一箇所の言葉にいくつかの写本の相違があるためである。その部分とは、下線を引
いた「私たちの主イエス・キリストによって聖霊の賜物を与え」である。ここで「賜物」
と訳された言葉は、donationem であるが、違う写本では「支配を」を意味する
dominationem が用いられている。確かに、エイレナイオスがどちらの言葉を用い
たかという点は、重要であることに変わりはない。けれども、諸写本上の相違点で
ある「賜物」（donationem）であっても、「支配を」（dominationem）であっても、
エイレナイオスが述べようとしたことの意味に違いは生じない。エイレナイオスは
第 3 巻 6 章 4 節において「私たちの主イエス・キリストによって聖霊の賜物を与え、
この書物を読むすべての者が、あなたが唯一の神であることを知り」と記した。つ
まり、この箇所におけるエイレナイオスの主張は、聖霊の「賜物」（donationem）
であっても、「支配を」（dominationem）であっても、聖霊の働きを受けた者が、「唯
一の神」であることを「知ること」に至るということである。換言すれば、聖霊の
働きを受けなければ、「唯一の神」を「知ること」ができないため、「唯一の神」を
知っている者は、聖霊の働きを受けた「信者」であると言えよう。
　さらに『異端反駁』第 5 章 18 章 2 節を見ても、「信者のみ」が聖霊を受けるこ
とを理解することができる。
　　 万物の上にあり、万物を通して、また万物のうちにある唯一の父なる神が指し
示している。すなわち、御父は万物の上にあり、彼はキリストのかしらである。
また万物を通して御言葉があり、これは教会のかしらである 57。けれども、私
Iacob et  Israel, qui es Pater Domini nostri  Iesu Christi, Deus qui per multitudinem 
misericordiae  tuae bene  sensisti  in nobis ut  te  cognoscamus,  qui  fecisti  caelum 
et  terram et  dominaris  omnium,  qui  es  solus  et  uerus Deus  super  quem alius 
Deus non est; per Dominum nostrum Iesum Christum donationem quoque donans 
Spiritus sancti, da omni  legenti hanc scripturam cognoscere  te quia solus Deus es 
et  confirmari  in  te et absistere ab omni haeretica et quae est  sine Deo et  impia 
sentential.
56　Briggman, Irenaeus of Lyons, 46.
57　教会のかしらとして御子がおり、教会のうちに聖霊が臨在している。このことからも、やはり「神の両手」
である御子と聖霊は切り離されて働くのではなく、共に存在し、働いていると考えることができる。
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たちすべてのうちには霊があり、それは生かす水である。これを主は、彼を正
しく信じる者、彼を愛する者、また御父は唯一であり、万物の上にあり、また、
私たちすべての者のうちにあることを知る者に与える。58
　この箇所の最後にあるように、聖霊は、イエス・キリストを「正しく信じる者、
彼を愛する者」に、また「御父は唯一であり、万物の上にあり、また、私たちすべ
ての者のうちにあることを知る者」に与えられるのである。
　これまで、教会の時代における「聖霊の人間への臨在」を見てきたが、『異端反駁』
第 3 巻 6 章 1 節、第 3 巻 6 章 4 節、第 3 巻 24 章 1 節、第 5 章 18 章 2 節の 4 箇所
から考えても、教会の時代における「聖霊の人間への臨在」は、「神を信じること」
によって、「神の養子」とされた「信者のみ」に臨在すると結論づけることができ
るであろう。
6　おわりに
　これまでエイレナイオスの「救済史」に基づき、4 つの時代区分を用いて、各時
代における「聖霊の人間への臨在」を『異端反駁』と『証明』からの引用を通して
確認した。人間の創造の時代において、聖霊は「神の両手」の片方として、御子と
共に人間の創造に関与し、臨在していた。また旧約の時代においても、「神の両手」
である御子と聖霊は人間のもとから離れず臨在し、人間を見守っていた。ここから
創造の時代と旧約の時代における「聖霊の人間への臨在」は、人間の側に「神の両
手」として存在していたと考えることができる。この臨在の仕方が「終わりの時」
とも表現される「御子の受肉」の時代に大きく変化した 59。まず「幼児のような状態」
58　AH 5. 18. 2: Et sic unus Deus Pater ostenditur, qui est super omnia et per omnia et 
in omnibus. Super omnia quidem Pater, et  ipse est caput Christi; per omnia autem 
Verbum, et ipse est caput Ecclesiae; in omnibus autem nobis Spiritus, et ipse est aqua 
viva, quam praestat Dominus in se recte credentibus et diligentibus se et scientibus 
quia unus Pater, qui est super omnia et per omnia et in omnibus nobis.
59　鳥巣義文は「神の教育と人間の成長」について記している中で「聖霊の導き」について述べ、
次のような説明を記している。「さて、『霊』による教育ないし導きについて手短かに述べるの
は容易なことではないが、大雑把に言うならば、『霊』は『子』の受肉以前には預言的な仕方で
将来の救いの営みや『子』について表し、受肉以後には未だ弱く不完全な人間に『子とする恵み』
並びに『不滅性の保証』として働きかけ、最終的には人間を『神との類似性』によって完成さ
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として造られた人間は、自らの弱さのために、初めから聖霊を受けることができな
かった。また、その「幼児性」の故に容易に蛇に唆された。その人間が「受肉」し
た御子を「見ること」によって自らが「神のかたち」として造られていたことを思
い出す。このことにより、人間に聖霊を受ける可能性が開かれた。それに加えて、
御子がヨルダン川で洗礼を受けたことにより、聖霊は人間の「肉体」のうちに宿る
ことに慣れた。「御子の受肉」と「御子の洗礼」以後の人間も洗礼時に聖霊を受け、「神
の養子」となり、父なる神を「アバ、父よ」と呼ぶことができるに至る「聖霊の新
しい注ぎ」を受け、聖霊を自らのうちに宿らせるに至った。この「神の養子」とさ
れるのは、イエス・キリストを「正しく信じる者、彼を愛する者」、また「御父は
唯一であり、万物の上にあり、また、私たちすべての者のうちにあることを知る者」
であり、教会の時代においては、聖霊は「信者のみ」に与えられることになる。
　以上のことを念頭に置きつつ、先行研究における「聖霊は信者にのみ臨在する」
と「聖霊は全人類に臨在する」という 2 つの立場を考えると、次のように結論づけ
ることができよう。聖霊は、人間創造の時代から旧約の時代にかけては「全人類」
の側に「神の両手」として臨在していた。それが「終わりの時」である「御子の受
肉」に至って、「神の両手」の片方である御子が「肉」を取り、もう片方である聖
霊もまた「肉」のうちに「内在」するという仕方で、人間に臨在するようになり、
続く教会の時代において、その御子を通して示された神を「信じる者」つまり「信
者」のうちに「宿る」ことになった 60。換言すれば、「神の両手」の片方である御子
せるのである。」鳥巣義文『エイレナイオスの救済史神学』、100 頁。また「慣れ親しみ」につ
いて記している中には、次のような記述がある。「御子の受肉によるアナケファライオーシスは、
人類を古い罪の束縛から解放して新たな救済史を開始したのであるが、聖霊の降臨も人類を救
済史上の新たな救いと『慣れ親しみ』の段階へと前進させたのである。エイレナイオスは別の
箇所で、神のみことばの受肉以降の人類は、旧約の時代の人々よりもより大きな賜物を受け取
っていると述べているが、それは、実は聖霊の降臨に外ならない。」鳥巣、前掲書、229 頁。こ
のように「神の教育と人間の成長」の観点からも、また「慣れ親しみ」の観点からも、やはり「御
子の受肉」以前と以後に大きな違いがあることが示されている。
60　『異端反駁』第 4 巻 20 章 9 節には、次のように記されている。「私の顔を見て、そして生きる
者は決していない。人間が神を見ることが不可能であることと、また、終わりの時に、人間
が神の知恵を通して「岩の高いところで」すなわち、〔御言葉〕の人間としての来臨によって、
神を見るようになることの両方を示している」(AH 4. 20. 9: non enim videt homo faciem 
meam et vivet, utraque significans, quoniam et impossibilis est homo videre Deum, et 
quoniam per sapientiam Dei in novissimis temporibus videbit eum homo in altitudine 
petrae, hoc est in eo qui est secundum hominem ejus adventu.)
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は「受肉」し、人間となったが、もう片方の手である聖霊は、御子と共におらず、「人
間の外」で働いているということではない。このことから、エイレナイオスが示す「聖
霊の人間への臨在」は、人間創造から旧約の時代にかけては「全人類に」であり、「御
子の受肉」以後から教会の時代においては「信者のみ」ということが明らかになった。
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